
社協福祉教育
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ふだんのくらしのしあわせ

社会福祉法人

門真市社会福祉協議会

本事業は,赤い羽根共同募金の配分金を受け実施しております。

皆様のご協力ありがとうございます。

∼みんなのふくしを考えよう∼



②私の暮らす地域の高齢者に出来ること（サービスラーニング）
内　容：高齢者疑似体験・車椅子体験、校区福祉委員会の紹介、
　　　　自分たちができることを考え取り組む（企画・実践）
実　施：門真小学校（4年生）

　門真市社会福祉協議会では地域住民が互いに地域で支えあう担い手を育成するために福祉教育に取り
組んでいます。福祉（ふくし）をより身近なもの「ふだんのくらしのしあわせ」としてとらえ、子ども
から高齢者まで幅広い世代の方を対象に取り組んでいます。昨年度は、多くの小学校からご連絡をいた
だき、取り組むことが出来ました。
　つきましては、令和元年度の活動状況の報告をまとめさせていただきました。

①視覚障がい
内　容：当事者のお話、点字体験
実　施：二島小学校（4年生・保護者）、脇田小学校（4年生）、
　　　　東小学校（4年生）、門真小学校（1年生）、北巣本小学校（4年生）

②聴覚障がい
内　容：当事者のお話、手話体験
実　施：脇田小学校（3年生）、東小学校（4年生）

社協の福祉教育

　分野：障がい

プログラム  

　分野：高齢
①認知症
内　容：認知症サポーター養成講座(座学・グループワーク）
実　施：速見校区福祉委員会（地域住民）

③パラスポーツ
内　容：ボッチャ体験
実　施：東小学校（4年生）



〇福祉教育　準備から活動まで

高齢者疑似体験セットと車いすで体験学習。
校区福祉委員の方々から福祉委員活動の紹介。
一人暮らし高齢者のつどいのお話では、子ども
たちも興味津々で聞いていました。

～社協が関わる経緯～
学校と施設で行っていた学習でしたが,今後学習を進めていく
にあたり施設のみの対応が難しいことから、施設職員から社
協に相談がありました。
これまでの素晴らしい学習からぜひ協力したいと思い、担任
の先生と話し合いの場を設けていただきました。

学習のポイント

実施校：門真小学校4年生
学習内容：私の暮らす地域の高齢者のためにできることを考えよう！

　地域の高齢者のためにどんなことができ
るのか子どもたちが考え、アイディアを出
し合い、社協の職員に相談しながら作戦会
議を行いました。
　　校区福祉員会の活動に興味をもつ子ど
もが多く、質問が一番多かったです。

〇子どもたちの自発性を大切にする。
〇否定はせずに、難しいものは一緒に考える。
　
(実例)Aさん：AIスピーカーを配れば生活が便利になる！
　社協：高齢者はスマホの操作も難しいみたいだけど。。
　　　　使いこなせるかな？
　Aさん：ん～そうか。じゃあ無理か～！
　(数分後)私たちが何でも屋になって、掃除とか家の事を
　　　　　お手伝いはできるかな！？
　　社協：おもしろそうだね！やってみよう！　　

新たな取り組みの紹介  

体験学習

作戦会議（クラス全体）

以降コロナウイルスの影響により活動できず。
できたグループ
　クラス全体での作戦会議を終え、チームに分かれました。

●イベント
校区福祉員会の一人暮らし高齢者のつどいを自分たちでもや
ってみたい。福祉委員さんも手伝ってもらおう。

●募金活動
高齢者に役立てるために募金活動をしたい。
どこで活動するのが一番いいかなー。

●お年より訪問
高齢者の見守り活動をしよう。
困っていることを聞いてできることは解決したい。

●子ども福祉委員
自分たちも福祉委員になって地域の高齢者のために活動した
い。困りごとの解決や生活のお手伝いをして役に立ちたい。

●防犯
お年寄りを狙った詐欺が増えている。詐欺防止ポスターを作
って啓発したい。作ったポスターは校区内の自治会掲示板に
展示したいな。

◆令和元年9月～11月　高齢者の施設への訪問活動
（内　容）施設の高齢者のお話相手や企画したゲームや歌で交流。
（協　力）高齢者施設

◆令和元年12月24日（火）打ち合わせ
（参加者）4年生担任、施設職員、地域包括、社協
（内　容）これまでの学習の振り返り、今後の学習内容の提案

◆令和2年1月15日（水）打ち合わせ
（参加者）4年生担任、地域包括、社協
（内　容）学習に向けての計画や準備。
　⇒学習内容：体験学習、校区福祉員会の紹介。

◆令和2年1月24日（金）体験学習
(協　力)社協、門真校区福祉委員会、地域包括、フランスベッド
(内　容)➀高齢者の疑似体験　
　　　②車椅子の介助体験　
　　　③校区福祉委員会(ボランティア)の紹介

◆令和2年2月6日（木）作戦会議
体験学習の気づきからアイディアを出し合い作戦会議

◆令和2年2月27日（木）　グループ分け
グループに分かれて活動

【子どもたちの気づき】
高齢者は大変。車椅子押すの
難しい、介護士さんすごい！
福祉委員会の活動をもっと知りたい。自分たち
にもできるのかな。　　　　　　などなど　

●プルトップ集め
プルトップで車いすを作ってくださる方に、高齢者のための
車いすづくりをお願いするために、学校の仲間全員に呼びか
けて、プルトップを集める活動をしよう。



社会福祉法⼈ ⾨真市社会福祉協議会

〒571-0064 ⾨真市御堂町14-1保健福祉センター内

TEL:06-6902-6453  FAX：06-6904-1456

令和元年度�福祉教育活動報告

ふだんのくらしのしあわせ
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